
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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Microsoft,MS 及び MS-DOS は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の商標です。 

IBM 及び PC/AT は、米国 International Business Machines Corporation の登録商標です。 

Pentium は、米国 Intel Corporation の商標です。 

Adobe, Acrobat は、Adobe Systems Incorporated(アドビシステムズ社)の商標です。 

はじめに 
このたびは、M16C/10 モニタデバッガライブラリをダウンロードして頂きまして誠にありがとうございます。 

このマニュアルは、M16C/10 モニタデバッガライブラリに含まれるソフトウェアのセットアップ方法、使用上の

注意点について述べたものです。M16C/10 のソフトウエア操作方法については各マニュアルを参照ください。 
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第 1 章  製品の構成内容 

 

第1章 製品の構成内容 

本章では、M16C/10 モニタデバッガライブラリ(M3S-DBGM10)の製品の構成内容を示します。ダウンロー

ド時に構成内容をご確認ください。 

1.1.構成製品一覧表 
本製品の構成内容を、以下に示します。 

・ モニタデバッガライブラリ（mon301.lib） 

・ ライブラリ用インクルードファイル（mon301.inc, conf301.inc） 

・ モニタデバッガライブラリ マニュアル 
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第 2 章  保証ならびにサポートについて 

 

第2章 保証ならびにサポートについて 

株式会社ルネサステクノロジ及び株式会社ルネサスソリューソンズ（以下「弊社」といいます）は、以下に記載した

すべての条件に承諾され、かつ遵守して戴ける、お客様に対してのみ、モニタデバッガライブラリ（以下「本ソフト

ウェア」といいます）の使用を無償で許諾致します。本ソフトウェアを使用された場合、弊社はお客様が以下のすべ

ての条件に同意されたものと看做させて戴きますので、ご使用前に十分お読み下さい。 
 
［ご使用条件］ 

１．お客様は、ルネサステクノロジ製ＬＳＩ（以下「本ＬＳＩ」といいます）を動作させるためのプログラム（以下

「本プログラム」といいます）をお客様にて開発するため（以下「本目的」といいます）にのみ本ソフトウェア

を使用することができます。なお、本目的以外の使用、流用、複製、改変及び翻案、及び本ソフトウェアを第三

者に使用させ、貸与し、譲渡することは堅くお断り致します。 
 

２．この使用条件において明示的に許諾されている権利のみに限り、弊社はお客様に対して、本ソフトウェアの使用

を許諾致します。弊社はお客様に対して、この使用条件において明示的に許諾した権利を除いて弊社の特許権、

実用新案権、意匠権、商標権、著作権、半導体回路配置利用権または営業秘密その他の知的財産権等に基づく何

らの実施権、使用権または利用権をも許諾するものではありません。 
 

３．弊社では、本ソフトウェアに対して十分な評価を行っておりますが、本ソフトウェアに生じた不具合、バグ等の

修正は一切お断り致します。但し、それらの不具合、バグ等につきましては、別途表示します技術サポート窓口

までご連絡戴ければ可能な範囲でご相談に応じさせて戴きます。 
 
４．お客様にて本プログラムをお客様の製品に搭載した場合において、第三者の知的財産権等の権利に関わる問題が

生じた場合等その他いかなる本ソフトウェアに関する問題が発生した場合においても、弊社は、一切の責任を負

いませんので予めご了承下さい。 
 
５．本ソフトウェアのオリジナル及び複製物に関する著作権は、弊社に帰属します。お客様は、本ソフトウェアに付

されている著作権又は商標等の表示を削除、変更してはならないものとします。また、本ソフトウェアの全部ま

たは一部をお客様に譲渡するものではありません。 
 
６．本プログラムの著作権は、お客様に帰属しますが、弊社は、本プログラムに含まれる本ソフトウェアにおける原

著作物の著作者としての権利を留保するものとします。 
 
７．お客様にて本プログラムを組込んだ製品を製品化される場合、若しくは本ソフトウェアの一部又は全部をお客様

の製品に搭載される場合は、お客様の責任においてお客様の製品全体に対する十分な評価を行って下さい。弊社

は、本サイトに記載された情報に関し、いかなる明示的又は黙示的保証を負うものではなく、本ソフトウェアの

使用によりお客様に生じた損害についても一切の責任を負いませんので予めご了承下さい。 

 

6 



第 3 章  システム構成 

 

第3章 システム構成 

M16C/10 モニタデバッガライブラリ(M3S-DBGM10)を使用するためには、以下の装置が必要です。 

1. ホストコンピュータ（別途ご用意ください） 

2. M16C/10 モニタデバッガライブラリ（本製品） 

3. シリアルケーブル（別途ご用意ください） 

4. リモートデバッガ（KD30）（本製品と一緒にホームページよりダウンロードして下さい） 

5. コンパイラ（別途ご用意ください） 

6. M16C ターゲットボード（別途ご用意ください） 

7. 内蔵フラッシュメモリ書き込み SW（別途ご用意ください） 
 

M16C/10 モニタデバッガライブラリのシステム構成図を図 3-1 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホストコンピュータ 

(別途ご用意ください) 
モニタデバッガライブラリを組み込んだ

M16C ターゲットボード 

電源 

(別途ご用意して下さい) 

シリアルケーブル(別途ご用意ください) 

図 3-1 M16C モニタデバッガのシステム構成図 
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第 3 章  システム構成 

 

 

3.1.ホストコンピュータ 

KD30 は、表 3.1 のホストコンピュータ上で動作します。 

表 3.1 ホストコンピュータ 

ホストコンピュータ名 OS 

 IBM PC/ATシリーズ 

  およびその互換機 

Microsoft Windows 95 (IE4.0以上),Microsoft Windows 98,Microsoft Windows  Me, 

Microsoft Windows 2000,Microsoft Windows NT4.0 

3.2.M3S-DBGM10 

M16C/10 モニタデバッガライブラリ（M3S-DBGM10）は、ルネサステクノロジ 16 ビットシングルチップマイクロ

コンピュータ M16C/10 フラッシュメモリ内蔵に対応したデバッグソフトウェアです。 

3.3.リモートデバッガ（KD30） 

KD30 は、ホストコンピュータ上で動作するリモートデバッガです。KD30 は M16C/10 モニタデバッガライブラリ

上のモニタデバッガと通信を行い、高機能なデバッグ環境を提供します。KD30 はルネサステクノロジエミュレータ

コントロール用デバッグソフトウェア PD30 と操作面で互換性を持っています。 

以下に KD30 の特徴を示します。 

・アセンブリ言語・構造化アセンブリ言語・C 言語のソースラインデバッグができます。 

・同時に 2 点のパスカウント付きソフトウエアブレイクポイントが設定できます。 

（ハードウエアブレイクの設定は出来ません） 

・ユーザープログラム実行中に RAM の変化をウオッチできます。（RAM モニタ機能）RAM モニタ機能は一定周期

にダンプコマンドを実行しています。 

・C 言語の変数の参照ができます。構造体変数、共用体変数ではメンバ変数も同時に参照できます。 
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第 4 章  ソフトウェアの起動 

 

第4章 ソフトウェアの起動 

4.1.動作環境 

M16C/10 用モニタデバッガは、表 4.1 に示すホストマシンおよび OS バージョン上で動作します。 
表 4.1 動作環境 

ホストマシン  IBM PC/ATシリーズおよびその互換機 

 OS  Microsoft Windows 95 ,Microsoft Windows98,Microsoft WindowsMe,Microsoft 

WindowsNT4.0, 

Microsoft Windows2000 

 CPU  486DX4 -100MHz または Pentium 75MHz 以上を推奨 

 メモリ  8Mバイト以上 （推奨16Mバイト） 

4.2.KD30 の起動 

KD30 を起動するには、Windows95 ではスタートメニューから[ｽﾀｰﾄ]－[ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]－[Renesas--TOOLS]－[KD30]を

クリックします。KD30 が起動すると、図 4-1 に示すウィンドウがオープンします。このダイアログを操作し、起

動に必要な動作環境の設定を行います。モニタデバッガを使用する場合は、[MCU]タグ内の[Start up for monitor 

debug.]にチェックを付けてください。 

 

図 4-1 Init ウィンドウ 

Init ウィンドウの詳細については、KD30 付属のマニュアルを参照ください。 
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第 4 章  ソフトウェアの起動 

 

 
以上の設定が終了したら、Init ウィンドウの「OK」ボタンをクリックしてください。正常に通信できた

場合は、自動的に KD30 が起動し、図 4-2 のウィンドウがオープンします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 KD30 起動ウィンドウ 

 
正常に通信できなかった場合は、図 4-3 または図 4-4 のエラーウィンドウを表示します。 

通信ｴﾗｰが発生しました。
ﾀｰｹﾞｯﾄにﾃﾞｰﾀを転送できません。
ERROR(1713)

ﾓﾆﾀから未定義のｽﾃｰﾀｽが送信されました。
(ERROR 11500)

図 4-3 起動時のエラーウィンドウ表示例１ 

図 4-4 起動時のエラーウィンドウ表示例 2 
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第 4 章  ソフトウェアの起動 

 

 
このエラーウィンドウの「OK」ボタンをクリックすると、再度 Init ウィンドウがオープンします。このエラーウィ

ンドウが表示された場合は起動時に通信エラーが発生した場合の対処を参照してください。 

KD30 の操作については KD30 付属のマニュアルを参照ください。 

4.3.KD30 の終了 

KD30 を終了するには、[File]－[Exit]メニューを選択します。Exit メニューを選択すると、図 4-5 に示すウィンド

ウがオープンしますので、「OK」ボタンをクリックしてください。 

「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンをクリックすると KD30 は終了しません。 

図 4-5 終了ウィンドウ 

 

 

11 



第 5 章  モニタデバッガライブラリの組込方法 

 

第5章 モニタデバッガライブラリの組込方法 

 

5.1.モニタデバッガライブラリ組込方法 

ユーザープログラムにモニタデバッガ機能を組み込む場合、以下の手順が必要になります。 

 

１．環境設定ファイル（conf301.inc）の修正 

２．モニタプログラムセクション（_mon_program）の配置 

３．モニタデバッガが使用する割り込みの登録 

４．ユーザープログラムにて、モニタデバッガ初期化処理(_mon_init)の呼び出し 

５．モニタデバッガライブラリ（mon301.lib）のリンク 

 

ここでは、モニタデバッガ機能組込み手順の各項目について説明します。 
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第 5 章  モニタデバッガライブラリの組込方法 

 

5.1.1.環境設定ファイル（Conf301.inc）の修正 

環境設定ファイル（Conf301.inc）ファイル内にはモニタデバッガプログラムが動作する環境設定が含

まれています。使用するシステムにより変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

;************************************************************ 
;                             * 
; # M16C/10 Inclusion Moniter S/W              * 
;                             * 
; FILENAME: conf301.inc                  * 
; Ver  : 1.00                       * 
; CPU  : M16C/10                     * 
;                             * 
; FUNCTION: Include file for M16C/10 Inclusion MONITER  
  * 
;                             * 
; History :                         * 
;-----------------------------------------------------------* 
;   Copyright (C) 2003 RENESAS TECHNOLOGY Corp and  * 
;   RENESAS SOLUTIONS Corp All rights reserved.      * 
;************************************************************ 
 
;/*******************************************/ 
;/* Configration          */ 
;/*******************************************/ 
_MON_FREQUENCY .equ (10000000)  ; frequency (hz) 
_MON_BAUDRATE .equ (38400)   ; barud rate(bps) 
_MON_RAM_SIZE .equ (1024)   ; chip ram size(byte) 
_MON_ROM_SIZE .equ (24)   ; chip rom size(kbyte) 

図 5.1 環境設定ファイル(conf301.inc) 

 

表 5.1 環境変数一覧 

環境変数名 設定内容 詳細 

_MON_FREQUENCY 周波数 (Hz) システムの動作周波数を指定します。（2000000 ～ 16000000） 

_MON_BAUDRATE ボーレート (bps) KD30 との通信に使用するボーレートを指定します。 

(1200, 2400, 4800, 9600, 19200, 38400) 

_MON_RAM_SIZE RAM 容量(byte) 使用するチップの RAM 容量を指定します。(1024,) 

_MON_ROM_SIZE ROM 容量(Kbyte) 使用するチップの ROM 容量を指定します。(24) 

 
各周波数に対して通信可能なボーレートを表 5.2 に示します。 

表 5.2 動作周波数と対応ボーレート 

周波数(Hz) ＼ ボーレート

(bps) 

1200 2400 4800 9600 19200 38400 

16M × × × 〇 〇 〇 

10M × × 〇 〇 〇 〇 

8M × 〇 〇 〇 〇 〇 

5M × 〇 〇 〇 〇 〇 

2M 〇 〇 〇 〇 × × 

  〇：通信可能  ×：通信不可 
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5.1.2.モニタデバッガの配置 

モニタデバッガのライブラリコード、及びライブラリ変数はモニタデバッガ専用のセクションでまとめ

ています。モニタデバッガで使用するセクションを表 5.3 に示します。 

 

表 5.3 モニタデバッガセクション一覧 
セクション名 内容 配置 

_mon_ram_memory ライブラリ変数 RAM 容量 1Kbyte ：6E0H16～7FF16 
_mon_program ライブラリコード ROM（ユーザープログラムで配置場所を指定しま

す。） 

 
モニタデバッガのライブラリ変数セクション(_mon_ram_memory)はモニタデバッガ環境ファイル

(conf301.inc)で指定した RAM 容量により配置位置が異なります。モニタデバッガのライブラリコード

セクション(_mon_program)はユーザプログラムで指定する必要があります。 

以下にモニタデバッガのライブラリコードセクション(_mon_program)の配置例を図 5.2 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

;------------------------------------------------------ 
; Far ROM data area 
;------------------------------------------------------ 
 .section rom_FE,ROMDATA 
 .org  0FC000H 
rom_FE_top: 
 .section rom_FO,ROMDATA 
rom_FO_top: 
 
;------------------------------------------------------ 
; Initial data of 'data' section 
;------------------------------------------------------ 
 .section data_SEI,ROMDATA 
data_SEI_top: 
 .section data_SOI,ROMDATA 
data_SOI_top: 
 .section data_NEI,ROMDATA 
data_NEI_top: 
 .section data_NOI,ROMDATA 
data_NOI_top: 
 .section data_FEI,ROMDATA 
data_FEI_top: 
 .section data_FOI,ROMDATA 
data_FOI_top: 
;-------------------------------------------------------
; code area 
;-------------------------------------------------------
 .section program 
 .section _mon_program _mon_program セクションの登録 

  

図 5.2 セクション配置例 
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5.1.3.モニタデバッガ用割り込み処理の登録 

モニタデバッガで使用している割り込みを表 5.4 に示します。 

表 5.4 モニタデバッガ使用割り込み一覧 

モニタ使用割り込み 割り込み処理名 内容 

UART0 割込み _mon_uart_int KD30 との通信に使用 

アドレス一致割り込み _mon_address_match ソフトウエア割り込みで使

用 

シングルステップ割り込

み 

_mon_step_int ステップ実行時に使用 

 
各割り込みはモニタデバッガ定義ファイル(mon301.inc)で定義されています。割り込みを登録する際に

は定義ファイルをインクルードしてください。 

以下にモニタデバッガ用割り込み処理の登録例を図 5.3 に示します。 

  lude n3 1.inc .inc mo 0
 ・    
 ・    
    ・ 
 
;---------------------------
; variable vector section 
;---------------------------
 .section vector  ; variabl
 .org VECTOR_ADR + (4*18
 .lword on uart_int ; ua_m _
 ・    
 ・    
    ・ 
 
;===========================
; fixed vector section 
;---------------------------
 .section fvector   ; fixe
 .org 0fffdch 
UDI: 
 .lword dummy_int 
OVER_FLOW: 
 .lword dummy_int 
BRKI: 
 .lword dummy_int 
ADDRESS_MATCH: 
 .lword _mon_address_match
SINGLE_STEP: 
 .lword _mon_step_int 
WDT: 
 .lword dummy_int 
DBC: 
 .lword dummy_int 
NMI: 
 .lword dummy_int 
RESET: 
 .lword start 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3 モニタ
モニタデバッガ定義ファイルをインクルード
--------------------------------- 

--------------------------------- 
e vector table 
) 
rt0 receive (vector 18) 
UART0 受信割り込み(ソフトウエア割り込み

番号 18 番)に mon uart int を登録 

================================= 

--------------------------------- 
d vector table 

 

アドレス一致割り込み(FFFE816番地)に 
_mon_address_match を登録 

番

デバッ
シングルステップ割り込み（FFFEC16

地）に 
mon step int を登録 
ガ用割り込み処理の登録例 
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5.1.4.モニタデバッガ初期化処理の呼び出し 

ユーザープログラムでモニタデバッガ初期化処理(_mon_init)を呼び出すことで、モニタデバッグ機能

を使用することが出来ます。モニタデバッガ初期化処理で使用しているシンボル等は、モニタデバッガ

定義ファイル(mon301.inc)で定義されていますので、あらかじめインクルードしておく必要があります。 

 
注．モニタデバッガ初期化処理を呼び出す前には、必ず割り込みベクタテーブル、及びスタックポイン

タの設定を行ってください。 

 
以下にモニタデバッガ初期化処理の呼び出し例を図 5.4 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 .include mon301.inc 
・ 
・ 
・ 
;==================================================================== 
; Interrupt section start 
;--------------------------------------------------------------------- 
 .insf start,S,0 
 .glb start 
 .section interrupt 
start: 
;--------------------------------------------------------------------- 
; after reset,this program will start 
;--------------------------------------------------------------------- 
 ldc #istack_top, isp ;set istack pointer 
 mov.b #03h,0ah 
 mov.b #00h,04h  ;set processer mode  
 mov.b #03h,05h 
 mov.b #20h,07h 
 mov.b #03h,0Ch 
 mov.b #00h,0ah 
 ldc #0080h, flg 
 ldc #stack_top, sp ;set stack pointer  
 ldc #data_SE_top, sb ;set sb register  
 
 fset b   ;switch to bank 1 
 ldc #data_SE_top, sb ;set sb register  
 fclr b   ;switch to bank 0 
 ldc #VECTOR_ADR,intb 
 jsr _mon_init 
 ・ 
 ・ 
 ・ 
 

オンチップオシレータの設定 

割込みベクタテーブルの登録 

モニタデバッガ定義ファイルをインクルード 

割り込みスタックポインタの設定 

ユーザースタックポインタの設定 

モニタデバッガ初期化処理呼び出し 
(必ずスタックポインタ設定，割込みベクタ設定後

に呼び出してください) 

図 5.4 モニタデバッガ初期化処理呼び出し例 
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5.1.5.モニタデバッガライブラリ(mon301.lib)のリンク 

図 5.5 に示すように、ユーザープログラムをコンパイル、アセンブル、リンクする際に、モニタデバッ

ガライブラリを(mon301.lib)をリンク指定してください。 

リンクするライブラリの指定は、リンケージエディタ ln30 のリンクオプション"-L"により指定するこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜アセンブル・コンパイル例＞ 
as30 –S –L ncrt30.a30 
nc30 -c -g –finfo main.c 
 
 
＜リンク例＞ 
ln30 –L mon301.lib –L nc30lib.lib –m –MS ncrt30.r30 main.r30 

モニタデバッガライブラリのリンクを指定 

図 5.5 モニタデバッガライブラリのリンク例 
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第6章 使用上の注意事項 

M16C/10 モニタデバッガライブラリ の使用上の注意事項について説明します。ご使用になる前に必ずお読みく

ださい。 

表 6.1 使用上の注意点一覧 

 項目  参照節 

 プログラム作成に関しての注意事項  6.4「メモリマップ」 

 6.5 「レジスタ操作に関する制限事項」 

 6.6「割り込みに関する制限事項」 

 6.7「Ｃ言語に関する制限事項」 

 デバッグを行う際の注意事項  6.8 ｢ストップモード、ウエイトモードに関する制限事項」 

 6.9 ｢ユーザープログラムのリアルタイム性について」 

 6.10 ｢例外的なステップ実行について｣ 

 6.11 ｢ソースファイルを使用したデバッグを行うために」 

 6.12 ｢起動時に通信エラーが発生した場合の対処｣ 

 6.13 ｢デバッグ中に通信エラーが発生した場合の対処｣ 

 6.14 ｢「ソースファイルが見つかりません」というエラーが発生した場合の

対処｣ 

 6.15 ｢リセット後の動作について｣ 

 6.16 ｢モニタデバッガが使用するスタックについて｣ 

 6.17 ｢電気特性について｣ 

6.1.端子の使用に関する制限事項 

・TxD0(M30100:11pin,M30102:15pin),RxD0(M30100:10pin,M30102:14pin) ( UART0 ) 端子 

ホストコンピュータとの通信に使用します。他の端子等と接続しないで下さい。 

6.2.周辺機能の使用に関する制限事項 

UART0 は M16C 用モニタデバッガとホストコンピュータとの通信に使用します。ユーザープログラムでは UART0

を使用しないで下さい。 
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6.3.ダウンロードについて 

本デバッガライブラリでは Symbol 以外のダウンロードはサポートしておりません。別途 FLASH 書き込みソフトを

使用してプログラムの書き換えを行ってください。 

KD30 上で Symbol 以外のダウンロードを行うと以下のエラーメッセージが表示されます。 

 

6.4.メモリマップ 

図 6.1 に組み込みデバッグモニタのメモリマップを示します。モニタが使用する RAM 領域は 12016バイトで、内部

RAM の後ろから使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 

SFR 

RAM 

 

Flash memory 

16 

0040016

16 

16 

16 

RAM / ROM 容量 XXXX YYYY ZZZZ 

1K / 24K 6E0 7FF16 FA000016 

 

図 6.1 M16C/10 モニタデバッガメモリマップ 
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6.5.レジスタ操作に関する制限事項 

表 6.2 はレジスタ操作に関する制限事項を示します。 

なお、変更が禁止されているレジスタを変更した場合、モニタデバッガの動作は保証できません。 

表 6.2 レジスタ操作に関する制限事項 

レジスタ名 初期値 制限事項 ユーザープログラ

ムによる変更 

ISP(割り込みスタックポインタ) 
――――――――― 

モニタデバッガが使用している領域を指定しないでください。 

(モニタデバッガが使用する領域は図 6.1メモリマップを参照) 

� 

プロテクトレジスタ  

 

 

――――――――― 

プロテクトレジスタのビット 2(ポート P4 方向レジスタ)を“1”

（許可）にした直後にモニタデバッガが動作するような場合、モ

ニタデバッガにより任意の番地への書き込み動作が発生するた

め、P4 方向レジスタ書き込み許可ビットが“0”（禁止）になり

ます。したがって、以下の場合 P4 方向レジスタへの書き込み

はできません。書き込み許可ビットを“1”にする命令へのブレー

ク書き込み許可ビットを“1”にする命令行への「Go」「Step」

「Over」「Return」実行ダンプウィンドウなどからの P4 方向

レジスタの操作。 

○ 

フラグレジスタ 
―――――――― 

D フラグ、及び I フラグへの書き込みは無視されます。 

(D フラグは必ず”0”に、I フラグは必ず"1"になります。) 

� 

 

UART0 送受信モードレジスタ 1516 

UART0 転送速度レジスタ 0F16 (周波数 10MHz, 

ボーレート 38400bps 時) 

UART0 送受信制御レジスタ 0 0016 

UART0 送受信制御レジスタ 1 0516 

変更しないでください。 × 

UART0 送信バッファレジスタ ――――――――― このレジスタにデータを書き込まないでください。 × 

UART0 受信バッファレジスタ ――――――――― このレジスタを読み出さないでください。 × 

UART 送受信制御レジスタ２ ――――――――― ビット 0,2 については変更しないで下さい。 � 

○：変更可能   ×：変更禁止   �：変更可能（一部制限あり） 
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6.6.割り込みに関する制限事項 

（１）固定ベクタテーブルに配置している割り込み 
アドレス一致割り込み、及びシングルステップ割り込みはモニタデバッガで使用しているため使用不可になり

ます。固定ベクタテーブルのアドレス一致割り込みに対応する番地に_mon_address_match、シングルステッ

プ割り込みに対応する番地に_mon_step_int を設定してください。 

 また、モニタデバッガの処理中に動作する可能性のある監視タイマ割り込みは使用しないで下さい。使用し

た場合モニタデバッガの動作については保証できません。 

表 6.3 固定ベクタテーブル番地 

割り込み要因 ベクタテーブル番地 備考 

未定義 FFFDC16～FFFDF16 使用可 

オーバーフロー FFFE016～FFFE316 使用可 

BRK 命令 FFFE416～FFFE716 使用可 

アドレス一致 FFFE816～FFFEB16 _mon_address_match に設定してくだ

さい 

シングルステップ FFFEC16～FFFEF16 _mon_step_int に設定してください。 

発振停止検出/監視タイ

マ 

FFFF016～FFFF316 使用不可 

DBC FFFF416～FFFF716 使用不可 

リセット FFFFC16～FFFFF16 使用可 

 
（２）可変ベクタテーブルに配置している割り込み 

モニタデバッガは UART0 を使用しているため、UART0 送信/受信割り込みはユーザープログラムで使用しな

いで下さい。これ以外の可変ベクタテーブルの割り込みはユーザープログラムで使用可能です。 

● 割込みテーブルレジスタの設定は、モニタデバッガ初期化処理(_mon_init)を呼び出す前に行ってください。 

● 可変ベクタテーブルの UART0 受信割込みに対応する番地（ソフトウェア割込み番号 18）に_mon_uart_int

を設定してください。 

● ユーザープログラム中で割込み禁止設定しないでください。割込みプログラム実行中は必ず割込み禁止に

なります。モニタデバッガは UART0 送受信割込みを使用して KD30 と通信を行っています。そのため割

込み禁止時間が 260µS を超える場合、KD30 との通信に異常が発生し、通信異常のエラーメッセージが表

示される可能性があります。 
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6.7.Ｃ言語に関する制限事項 

ここでは、コンパイラ NC30 を使用して、モニタデバッガライブラリを組み込んだ C 言語プログラムを作成する場

合について示します。以下に変更する内容を明記します。その他のコンパイラを使用する場合は該当する処理を修正

して下さい。 

 スタートアッププログラム（ncrt0.a30）の変更点 

I/O 初期化処理（Initialize standard I/O）では PORT5 を使用する設定がある為、I/O 初期化処理を呼び出さな

いようにコメントアウトして下さい。 

リセット処理（after reset,this program will start）で、スタック、及び割り込みベクタテーブルを設定した後

に、モニタデバッガ初期化処理（_mon_init）を呼び出してください。また、オンチップオシレータを有効にし

ていると KD30 と接続出来ませんので、オンチップオシレータ停止にして下さい。 

 sect30.inc の変更点 
可変ベクタテーブルアドレスでは KD30 とモニタデバッガで使用するアドレス一致割込み、及びシングルステ

ップ割り込みの設定がされていませんので、それぞれ”_mon_address_match”、"_mon_step_int"に設定して下

さい。 

また、モニタデバッガセクションについても登録されていませんので、code area の program セクションの後

に、モニタデバッガセクション（_mon_program）を登録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

start: 
;---------------------------------------------------------------------
; after reset,this program will start 
;---------------------------------------------------------------------
 ldc #istack_top, isp ;set istack pointer 
 mov.b #03h,0ah 
 mov.b #00h,04h  ;set processer mode  
 mov.b #03h,05h 

  mov.b #20h,07h 
  mov.b #03h,0Ch 
 mov.b #00h,0ah 
 ldc #0080h, flg 
 ldc #stack_top, sp ;set stack pointer  
  
 ldc #data_SE_top, sb ;set sb register  
 ldintb #VECTOR_ADR 
 jsr 

・ 
_mon_init 

  
・ 略)   (中

  ・ 
;=========================================
; Initialize standard I/O 
;-----------------------------------------
; .glb _init 
; .call _init,G 
; jsr.a _init 

 

 

図 6.2 ncrt0.a30 の修正
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モニタ初期化処理(_mon_init)の追加
=========================== 

----------------------------
I/O 初期化処理の削除（コメントアウ

ト） 
オンチップオシレータの追加
例 
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;--------------------------------------------------------------- 
; code area 
;--------------------------------------------------------------- 
 
 .section program 
 .section _mon_program 
  
 .section interrupt 
 ;.org ;must be set internal ROM area 
 .section program_S 
 
;=============================================================== 
; fixed vector section 
;--------------------------------------------------------------- 
 .org 0FFFDCh 
UDI: 
 .lword dummy_int 
OVER_FLOW: 
 .lword dummy_int 
BRKI: 
 .lword dummy_int 
ADDRESS_MATCH: 
 .lword _mon_address_match 
SINGLE_STEP: 
 .lword _mon_step_int 

アドレス一致割り込み処理の設定 

シングルステップ割り込み処理の

設定 

モニタデバッガセクションの登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3 sect30.inc の修正例 

6.8.ストップモード、ウエイトモードに関する制限事項 

ストップモード、ウエイトモードは使用できません。ユーザープログラム中ではストップモード、ウエイトモードに

遷移しないようにしてください。 

6.9.ユーザープログラムのリアルタイム性について 

 SamplingRun（サンプリング）モード 

サンプリングモードでは、Go 実行時および Come 実行時にユーザープログラムの実行状態を定期的に監視しま

す。そのため、ブレークなどによるユーザープログラムの停止を検出することができます。通常のデバッグを行

うときに選択してください。 

 FreeRun（フリーラン）モード 

フリーランモードでは、Go 実行時および Come 実行時にユーザープログラムの実行状態を監視しません。その

ため、ユーザープログラムのリアルタイム性は保証されますが、ブレークなどによるユーザープログラムの停止

を検出できません。したがって、ユーザープログラムが停止しても、KD30 は Go 実行および Come 実行動作を

停止しません。KD30 を停止させるには、STOP ボタンを押してください。ユーザープログラムのリアルタイム

実行を行いたいときに選択してください。 

 

 

23 



第 6 章  使用上の注意事項 

 

 

6.10.例外的なステップ実行について 

以下の命令をステップ実行した場合、通常の動作と異なります。 

１）INT 命令 

INT 命令から、INT 命令内部処理を連続して STEP 実行はできません。 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

INT 命令を用いたプログラムのデバッグは、INT 命令内部処理にソフトウェアブレイクを設定し、GO コマンドと

共に使用して下さい。 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

NOP 

NOP 

INT #3 

NOP 

JMP MAIN 

INT_3: 

 NOP            

 NOP 

 NOP 

 REIT 

＜─ 本来止まるべき 
     アドレス 

STEP 実行すると 
すり抜けてしまう 

NOP 

INT  #3 

NOP  

JMP  MAIN 

INT_3: 

 NOP   ブレーク 

 NOP   

REIT 

GO コマンド 
による実行 
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6.11.ソースファイルを使用したデバッグを行うために 

KD30 にてシンボルを使用したデバッグを行うために、NC30 にデバッグオプション（-g）をつけてコンパイルを

行ってください。KD30 起動後に、[File]－[Download]－[Symbol]でシンボル情報をダウンロードすることで、ソ

ースファイルを使用したデバッグを行うことができます。 

6.12.起動時に通信エラーが発生した場合の対処 

起動時に通信エラーが発生した場合は、以下の内容を確認してください。 

 ハードウェアのセットアップが正しく行われているか？ 

 ケーブルの接続不良がないか？ 電源が投入されているか？ 

 Init ダイアログに設定したシリアルポートとターゲットボードが接続されているシリアルポートが一致してい

るか？ 

 Init ダイアログに設定した通信ボーレートと環境設定ファイル（conf301.inc）で設定した通信ボーレートが一

致しているか？ 

 Init ダイアログで Start up for monitor debug. にチェックが付いているか？ 
 ユーザープログラム内で、モニタデバッガ初期化処理(_mon_init)を呼び出しているか？ 

6.13.デバッグ中に通信エラーが発生した場合の対処 

デバッグ中に通信エラーが発生する場合は、ユーザープログラムの影響（暴走やモニタ領域へのアクセスなど）に

より、モニタデバッガが暴走したと考えられます。エラーダイアログの[OK]ボタンを押すと KD30 が終了します

ので、ターゲットリセット後、再度 KD30 を起動してください。 

6.14.「ソースファイルが見つかりません」というエラーが発生した場

合の対処 

「ソースファイルが見つかりません」というエラーが発生する場合、以下の内容を確認して下さい。 

 ソースファイルと実行ファイルが同一のディレクトリ（又はフォルダ）に存在しているか確認して下さい。 

 ソースファイルが KD30 以外のエディタで開かれていないか確認して下さい。 

6.15.リセット後の動作について 

KD30 のリセットボタンを押すと、プログラムはリセットスタート後モニタ初期化処理まで実行してから停止しま

す。 
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6.16.モニタデバッガが使用するスタックについて 

モニタデバッガで使用するスタックサイズは最大６バイトです。モニタデバッガではユーザープログラ

ムとスタックを共用していますので、スタック領域はユーザープログラムで使用するスタックサイズ＋

６を設定してください。 

6.17.電気特性について 

ダウンロード時の電気的条件を守るようにしてください。電気的条件の詳細については M16C/10 のユ

ーザーズマニュアルを参照してください。 
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改訂記録  

 

 改訂内容 Rev. 発行日 

ページ ポイント 

1.00 2003.06.16 - 初版発行 

1.01 2004.09.16 全 用語統一をおこなった。（オンチップオシレータ等） 
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